
 

   

 

   

 

 

 

 

 

通信 はくび ○博○美  
沖縄県立博物館・美術館 情報誌 

2015 年 新春号  Vol.12  

 発行： 沖縄県立博物館・美術館 

指定管理者 文化の杜共同企業体 

博物館企画展示室 平成27 年2 月3 日(火)～3 月15 日(日) 

タイトルどおり、イノシシとブタと私たちの企画展です。イノシシは太古の昔から私た

ちヒトと関わりの深い動物です。美味しい食べ物であり、骨は道具の素材となり、歯

を装飾品に加工したこともあったようです。特に大型哺乳類のいない琉球列島で

は、化石シカ類絶滅後、唯一の中型陸上哺乳類として重宝されたことでしょう。一方

のブタも、いうまでもなく重要な家畜です。でも、それがどんな動物なのか、いつごろ

から沖縄にいるのか、どのくらい利用されているのか、きちんと説明できますか？ 

ヒトと関わりの深い動物なのに、意外と知られていないイノシシとブタの色々な側

面を、本企画展では紹介していきます。 

目玉は、沖縄最古のイノシシ食の証拠や、賛否両論ある貝塚後期（弥生平安平

行時代）のブタ資料、「イノシシとブタのいる生活」素敵イラスト、ブタ肉パズル、ビリ

っとくる電気柵や、パラパラアニメなど、いろいろ展示します。イノシシとブタの豆知

識も、かなり身につくかもね。 （博物館 藤田祐樹） 

 

ランドレース種  

バークシャー種 

ハンプシャー種 

中ヨークシャー種 

デュロック種 

大ヨークシャー種 

ブタ主要品種（絵・島田晴加） 

 

一  般：300円 （240円） 

高大生：200円 (160円) 

小中生：100円 (80円)  

※（ ）内は前売り及び 20名以上の団体料金 

※イノシシとブタと私たち展は博物館の年間パス

ポートでご観覧いただけます。 

 

皆さんは「ペットボトルアート」というと何を思い浮かべますか？風車？花瓶？

本展で展示されるのは、そんなイメージを打ち破るアート作品です。アーティスト

の本間ますみさんが、細かな切込みとハンダゴテの接着によって、実に精巧な沖

縄の動植物を表現します。「ペットボトルで動物や植物を写実的に表現する」とい

っても、よくイメージできないかもしれませんね。果たして可能なのか？実際に見

てみたらわかります。ぜひ会場に来て確かめてください！その細やかな造形とい

ったら、素材がペットボトルであることが不思議なくらいです。今話題の LED 照明

も使って、幻想的な空間を演出します。ペットボトルの可能性に目を見張ること間

違いなしです！！ (文化の杜共同企業体 國吉貴奈) 

 

2015年2月10日(火)～4月5日(日) 

一般：600円(500円) 高大生：500円(400円) 

小中生：400円(300円) 年間パスポート可 

※( )は前売り及び 20名以上の団体料金。 

博物館企画展示室 
リボーン 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

通信 はくび ○博○美  
沖縄県立博物館・美術館 情報誌 

2015 年 新春号 Vol.12  

 発行： 沖縄県立博物館・美術館 

指定管理者 文化の杜共同企業体 

美術館：企画展示室 

一 般:1180円(1050円)  高大生:730円(650円)  

小中生:300円(240 円) ※( )内は前売り及び 20人以上の団体料金   

※本券でコレクションギャラリーもあわせてご覧いただけます。 

「ゴー･ビトゥイーンズ展」は美術館の年間パスポートでご覧いただけます. 

 

2015 年 1 月 16 日(金)～3 月15 日(日) 

★展覧会催事★ 

■「梅佳代トークショー 1/15(木) 

■奈良美智 講演会 1/16(金) 

■アキノ隊員によるギャラリートーク 1/18(日) 

■キュレータートーク 1/17(土) 

■子ども＆大人ワークショップ 1/17(土)、18(日)、2/1(日) 

■記念シンポジウム 2/11(祝・水) 

■映画作品上映 1/31(土)、2/7(土) 

■対話による作品鑑賞会 

1/24(土)、31(土)、 2/7(土)、14(土)、28(土)、 3/7(土) 

美術館コレクションギャラリー  2015 年 1 月 31 日(土)～5 月 17 日(日) 

展示替え致しました♪ 

ゴー･ビトゥイーンズ 

本展覧会は、異なる文化の間、現実と想像の世界の間など、さまざま

な境界を自由に行き来する子どもの性質に注目し、子どもの視点を通し

て世界を展望しようとする試みです。世界各国の優れたアーティスト 20

組の作品に表れる子どものイメージを通して、社会で起こっているさまざ

まな事象に注目し、政治、文化、家族など子どもを取り巻く環境と、彼ら

が直面する諸問題に目を向けます。 

出品作の《パパとわたし》は、国際養子縁組によって、アメリカの家庭

に引き取られた中国人少女と、アメリカ人の父親とを写したポートレート

のシリーズです。中国の一人っ子政策や国際養子縁組の規制緩和の影

響によって、90 年代以降多くの少女が海を渡りました。中国出身のアー

ティストであるジャンさんは、この撮影でさまざまな家族と出会い、血の

つながりや国の違いを越えた家族のありようを、アメリカ・ニューヨーク州

にあるセントラルパークで撮影しています。人工的な庭と新たな絆との対

比が、複雑な状況を物語ります。しかし、絆とは、幸福とは何なのでしょ

うか？そのような問いかけが、この作品から感ぜられます。 

（美術館 豊見山愛） 

 

こ ど も を 通 し て 見 る 世 界 

コレクションギャラリー1 

 『普天間敏 島の詩』 

コレクションギャラリー2 

 『大和コレクションⅦ』 

コレクションギャラリー3 

 『沖縄美術の流れ』 

「愛ちろりん」 栗田咲子 「辺野古 2001」 東松照明 「港」 普天間敏 

ジャン・オー 「パパとわたし：№29」 2006年 



 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■■■ ■ ■■  
■■  ■■ ■■■  美術館学芸員コラム ■ 

1 木
■新春の舞 琉球舞踊 14:00～
沖縄県立芸術大学琉球芸能専攻学生有志

3 土 ■ふれあい体験室ワークショップ

4 日
■お正月工作教室「トコトコ歩くひつじ
のおもちゃづくり」
上運天研成先生とピノキオの会のみなさん

5 月 休館日

8 木
■博物館常設展 展示解説会
講師:安里進(考古)14:00～15:00

■博物館学芸員講座
「今年もやります！嘉津宇岳ジオツ
アー」　講師:仲里健(地学)

県民ギャラリー1･2･3
平成26年度ＪＡ共済全国小中学生書道・交
通安全ポスター沖縄県コンクルール展示会
1/10～1/11

■ふれあい体験室ワークショップ

13 火 休館日
★「方言札」世代ぬハナシむぬ語い（ゆ
んたく会）14:00～16:00

県民ギャラリー1･2　1/14～1/18
第11回 創元会沖縄支部展

15 木

■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
「梅佳代トークショー」
18:00～19:00

■ゴー・ビトゥイーンズ展　こどもを通
して見る世界
開催期間:1/16(金)～3/15(日)

■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
「奈良美智 講演会」
講師:奈良美智氏　19:00～20:30

■「ゴー・ビトゥイーンズ展」関連催事
キュレータートーク
講師：豊見山愛　11:00～12:00

■博物館文化講座 「クニマスと人の共存
について‐過去、現在、未来‐」
講師:中坊徹次氏　14:00～16:00

■「ゴー・ビトゥイーンズ展」関連催事
こども＆おとなワークショップ「キャプ
ションをつくろう」
連続3回講座1回目　13:30～

■ふれあい体験室ワークショップ

■「水中文化遺産～海に沈んだ歴史のカ
ケラ～」関連催事　特別講演～グランド
フィナーレ～
講師:池田榮史氏　10:00～12:00

■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
アキノ隊員によるギャラリートーク
「沖縄の希少生物」
講師:宮城秋乃氏　14:00～15:00

■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
こども＆おとなワークショップ
「キャプションをつくろう」
連続3回講座2回目 10:30～

19 月 休館日
県民ギャラリー1
みんながなるところ 1/20～1/25

県民ギャラリー3
國吉清雲展 1/20～1/25

■博物館バックヤードツアー
講師:仲里健(地学) 14:00～15:00

■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
対話による作品鑑賞会 全6回
10:00～12:00

■ふれあい体験室ワークショップ

25 日

★しまくとぅばプロジェクト
連続講座 第10回 　14:00～15:50
「しまくとぅばを知る」

26 月
27 火

■美術館バックヤードツアー
講師:豊見山愛 11:00～12:00

■美術館コレクションギャラリー3
「沖縄美術の流れ」鑑賞ツアー
13:00～1400

■「ゴー・ビトゥイーンズ」 関連催事
映画作品上映会　「ウリハッキョ」
13:00～17:00

■「ゴー・ビトゥイーンズ」 関連催事
対話による作品鑑賞会 10:00～

■実技講座「版の技法-石膏版画をまな
ぶ」講師:仲本和子 10:30～12:00

■ふれあい体験室ワークショップ

土31

16 金

消毒休館日

日18

火20

土24

土10

水14

土17

 

■博物館学芸員コラム ■ ■■■ ■ ■ ■ 
■ ■■■ ■■ ■ 

■■ 

■■■ はくび通信 Vol.12  新春号   

1 月イベントカレンダー 

 

美術館コレクションギャラリー1 「普天間敏絵画展 島の詩」 

ギャラリートーク （講師：宮城篤正氏） 2015年 2月 7日(土) 14:00～15:00 

キュレータートーク （講師：仲里安広） 2015年 2月 21日(土) 11:00～12:00 

民俗部門展示室は、「沖縄の伝統とくらし」を大

テーマに、民俗信仰、人生儀礼と生業、家のくらし

（衣食住）、変容する民俗等の小テーマに分け、民

俗資料や模型、ＰＣ、めくり本等を活用した展示に

しています。また、神女や魚売りのコーナーでは、

センサー付の音響装置を設置し、観るだけでなく

聴く、触るなどの体験型展示を目指しています。 

  

 

最近力を入れているのが、民家の仏壇のお供え物。とくに旧盆のときには、新しく食品模

型を加えて飾りつけました。一年を通して行事にあわせた料理を展示します。 

 

「カーミ」（甕）と「ヤーマ」（糸車）、モチーフとして

描かれたこれらの民芸品をこよなく愛し、その魅力

に取り憑かれた普天間敏は、沖縄中を歩き回って

民芸品を収集していたという。それは、そのものが

持つ形の美しさもあろうが、そのものに込められた

歴史や生活の中で息づいて育まれたその物の魅力

が普天間の心をつかんで離さなかったのかもしれな

い。「カーミ」はみそ入れ、泡盛の保存は基より、先

祖がねむる遺骨入れなどにも使用され、沖縄の生

活には欠かせないものであった。 

また、普天間は庶民の「心」を、「みその匂い」「土

臭さ」ととらえ、石膏版画がもつ独特な表現方法に

よって、「みそ」のような味わい深い作品を創りだし

ていった。 

（美術館 仲里安広） 

 

 沖縄の伝統技術を紹介する「諸職のワザ」コーナーで

は、「赤瓦」をテーマにした展示を行っています。瓦職人

のワザを道具を通してみていただき、ＰＣコンテンツで実

際の作業風景等を紹介しています。また、赤瓦が民間に

普及した明治・大正期以降、余った瓦片や漆喰で作られ

た魔除けの屋根獅子が登場します。職人の感性を表し

た様々な表情を見せている、ユニークな屋根獅子を展示

していますので、ぜひご覧ください。  

（博物館 大湾ゆかり） 

 

博物館常設展 

普天間敏絵画展 -島の詩- 

『島の詩』1980年 



   

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

  

 

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

 

             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

■編集後記■ 
あけましておめでとうございます。 

今年も沖縄県立博物館・美術館および、「はくび通信」をよろしく

お願いいたします。今後も展覧会や催し物情報を中心に発信して

まいります。取り上げてほしい情報などがありましたら、ぜひお

寄せください。 

「はくび通信」発行窓口  

館内情報センタ-：098-941-1187 

 

■■ 

■■■ はくび通信  Vol.12 新春号   

3 イベントカレンダー 2 月イベントカレンダー 

■沖縄県立博物館・美術館 ■■■ 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1  

TEL:098-941-8200 FAX:098-941-2392 

☆開館時間：9：00～18：00 (金・土は 20：00まで) 

※入館は閉館 30分前まで ☆休館日：月曜日 

（月曜日が祝日の場合は、翌平日が休館） 

http://www.museums.pref.okinawa.jp 

 

 

1 日
■ゴー・ビトゥイーンズ展関連催事

こども＆おとなワークショップ

「キャプションをつくろう」
2 月 休館日

■博物館企画展

「イノシシとブタと私たち」

開催期間: 2/3(火)～3/15(日)

■県民ギャラリー1･2

グループＰ展　2/3～2/8

■博物館学芸員講座

講師: 石垣忍(歴史) 14 : 00～16: 00

■美術館コレクションギャラリー1

「普天間敏」展ギャラリートーク

講師: 宮城篤正　14: 00～15: 00

■「ゴー･ビトゥイーンズ」関連催事

対話による作品鑑賞会

10: 00～12: 00

■「ゴー･ビトゥイーンズ」関連催事

映画作品上映会　13: 00～17: 00

■実技講座「版の技法-石膏版画をま

なぶ」連続講座2回目

講師: 仲本和子　10: 00～16: 00

県民ギャラリー3　2/7～2/8

かりゆしパソコンサークルCG 点

■ふれあい体験室ワークショップ

9 月 休館日

■「ペットボトルアート『Re born～

異彩放つ琉球の自然』」

開催期間: 2/10(火)～4/5(日)

県民ギャラリー1･2･3

ヒューマンアカデミー那覇校/第7回

卒業･進級展示会 2/10～2/15

★「方言札」世代ぬハナシむぬ語い

14: 00～16: 00

■「ゴー･ビトゥイーンズ」関連催事

記念シンポジウム 14: 00～17: 30

講師: 菊池智子氏　小池淳也氏

12 木
■博物館常設展 展示解説会

講師: 上地聡(歴史)14: 00～15: 00

■「ゴー･ビトゥイーンズ」関連催事

対話による作品鑑賞会

10: 00～12: 00

■ふれあい体験室ワークショップ

15 日

★しまくとぅばプロジェクト連続講座

11回目「しまくとぅばを知る」

講師: 西岡敏氏　伊狩典子氏

16 月 休館日

20 金
県民ギャラリー1･2･3　インターナ

ショナルアカデミー 1年次修了制作デ

ザイン展　2/20～2/22

21 土

■博物館文化講座

「イノシシとブタと私たち」

講師: 菅原広司氏　14: 00～16: 00

■美術館コレクションギャラリー1

「普天間敏絵画展　島の詩」

キュレータートーク　11: 00～

講師: 仲里安広

■ふれあい体験室ワークショップ

23 月 休館日

26 木

県民ギャラリー1･2･3

第41回 沖縄県工芸振興センター展

2/26～3/1

■美術館バックヤードツアー

講師: 大城仁美　11: 00～12: 00

■博物館バックヤードツアー

講師: 上地聡(歴史) 14 : 00～15: 00

■美術館コレクションギャラリー1

「普天間敏絵画展」鑑賞ツアー

14: 00～15: 00

■「ゴー･ビトゥイーンズ」関連催事

対話による作品鑑賞会

10: 00～12: 00

■ふれあい体験室ワークショップ

3 火

土7

火10

水11

土14

28 土

1 日

2 月 休館日

3 火

4 水

5 木

6 金
■「ゴー・ビトゥイーンズ」関連催事
対話による作品鑑賞会
10:00～12:00

■美術館コレクションギャラリー2
「大和コレクション7」関連アーティ
ストトーク　14:00～15:00

■博物館文化講座シンポジウム
「沖縄先史文化の起源を探る」
講師:安斎正人氏　他
14:00～16:00

■ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の凧づくり～カーブ
ヤーに挑戦！」

8 日

★しまくとぅばプロジェクト
「しまくとぅばで語る戦世」
定期上映会　第9回（最終回）
14:00～16:00

9 月 休館日

10 火

11 水

★「方言札」世代ぬハナシむぬ語い
（ゆんたく会）
14:00～16:00

12 木

■博物館常設展 展示解説会
講師:崎原恭子(歴史)
14:00～15:00

13 金
■学芸員講座(民俗)
講師:大湾ゆかり　14:00～16:00

■美術館コレクションギャラリー2
「大和コレクション7｣
キュレータートーク
講師:大城仁美　11:00～12:00

■ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の凧づくり～カーブ
ヤーに挑戦！」

15 日

★しまくとぅばプロジェクト連続講座
第12回「しまくとぅばを知る」
講師:仲原穣氏、国吉朝政氏
14:00～15:50

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

■ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の凧づくり～カーブ
ヤーに挑戦！」

22 日

23 月 休館日

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

■博物館バックヤードツアー
講師:園原謙 (美術工芸)
14:00～15:00

■美術館コレクションギャラリー2
大和コレクション7　鑑賞ツアー
13:00～14:00

■ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士の凧づくり～カーブ
ヤーに挑戦！」

29 日

30 月 休館日

31 火

土7

土14

 

※日程が変更になる場合がございま

す。詳しくはホームページのイベント

カレンダーをご覧ください 

 

ふれあい体験室 
 

ワークショップ 

1月～3月は、体験キット№19「いろ

いろな玩具」から沖縄の凧について

紹介したあと、幼児から遊べる｢カ

ーブヤー｣という伝統凧を作りま

す。｢カーブヤー｣とは、ウチナーグ

チで｢コウモリ｣のこと。飛ぶ姿が似

ているため、そう呼ばれています。 

 さぁ、どんなふうに空を舞うのでしょうか？凧が空で回転しそう

になったら、凧糸は、緩めるでしょうか？引くでしょうか？今も

昔も凧遊びは、子どもたちの知恵をきっと育むはずです。和

紙の代わりにカラフルなビニールを、十字の骨組みに張り、

絵付けして大空にあげよう！＜大きさ：28cm角＞ 

（ふれあい体験室 渡部貴子） 

ふれたい博士の「凧づくり～カーブヤーに挑戦」 

日程：1月～3月の毎週土曜日 

1回目 10:00  2回目 10:30  3回目 11:00  4回目 11:30 

参加費:150円 当日先着 40名（各回 10名） 

沖縄県立博物館・美術館に

所蔵されている『進貢船の

図』の額絵が、ショップオリジ

ナル商品として販売開始しま

した！価格は 1,080 円（税込）

サイズ、<約>タテ 904mm×ヨ

コ 448mm（白枠込）です。 

ぜひショップにお立ち寄りに

なりご覧ください。 

 


